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幸
ま
ち
づ
く
り 

☆お知らせ☆ 
 

*広報委員会 

5 月 13 日 

（水）19:00 
*「伝」部会 

5 月 28 日 
(木)13:30 

 
 

 
 

 

 

 
 
 

編
集
後
記 

今
年
は
花
の
時
期
、
雨
の
日
が
多
か

っ
た
で
す
が
、 

さ
く
ら
は
い
つ
も
の

よ
う
に
見
事
に
咲
き
誇
っ
て
い
ま
し

た
。 

さ
く
ら
見
あ
な
た
も
十
分
楽
ま

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。 

 

 

熱帯魚・水草・金魚・飼育器具一式 
 

 

 
〒515-0063 

松阪市大黒田町西林 1823-2 
TEL0598-23-6014 
FAX0598-23-7811 

松阪熱帯魚センター 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す 

 
 
 
 
 

啓
発
「あ
い
さ
つ
運
動
」  

 

絆
部
会 

 

ぼ
く
は
、
福
丸
く
ん
（
犬
）
と
言
い
ま
す
。 

民
生
委
員
・
自
治
会
・
子
ど
も
会
の
人
た
ち
と
月
一
回
、 

 

街
角
（
沖
川
）
に
立
ち
、
あ
い
さ
つ
運
動
に
参
加
し
て
い

ま
す
。 

 

朝
、
登
校
す
る
児
童
や
住
民
の
み
な
さ
ん
に
、「
お
は
よ

う
」
と
声
を
掛
け
る
と
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
大

き
な
声
が
返
っ
て
き
ま
す
。
ぼ
く
は
児
童
の
み
な
さ
ん
に

会
え
る
の
が
と
っ
て
も
楽
し
み
で
す
。 

み
ん
な
で
、
「あ
い
さ
つ
」の 

 

わ 

を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

「お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

「こ
ん
に
ち
は
」 

「さ
よ
う
な
ら
」 

 

” 

“ 

第
４
回 

幸
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
総
会
の
お
知
ら
せ 

 

幸
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
左
記
要
領
に
て
第
４
回
総

会
を
開
催
し
ま
す
。
総
会
で
は
、
平
成
二
十
六
年
度
の
各
部

会
の
取
組
み
を
わ
か
り
や
す
く
映
像
に
て
、
発
表
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
と
も
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
、

幸
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
こ
と
を
よ
り
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

幸
地
区
の 

ぶ
ら
り
歴
史
散
歩
⑥ 

 
 

伝
部
会 

ま
た
、
宣
長
の
母
、
村
田
家
の
菩
提
寺
で
も
あ
る
。
七
十
二
歳
で
生
涯
を
閉
じ
た
宣
長
は
、
山

室
山
奥
墓 (

お
く
つ
き)

に
宣
長
自
身
が
図
面
を
書
き
、
石
碑
を
建
て
山
桜
を
植
え
る
よ
う
遺

言
書
に
し
た
た
め
、
図
面
通
り
に
墓
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
宣
長
に
は
二
つ
の
墓
が
あ
る
。 

桜
の
時
期
も
い
い
が
、
新
緑
・
紅
葉
の
頃
、
是
非
と
も
奥
墓
へ
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
。 

宣
長
が
愛
し
た
場
所
を
共
感
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。 

他
に
、
殿
町
大
市
歯
科
医
院
か
ら
一
軒
置
い
た
場
所 

に
近
年
原
田
二
郎
の
旧
宅
が
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、 

樹
敬
寺
に
は
彼
の
墓
も
見
ら
れ
る
。
原
田
二
郎
は
殿
町 

出
身
で
、
東
京
で
英
語
と
医
術
を
学
び
、
大
蔵
省
に
勤
め
、 

三
十
一
歳
で
現
在
の
横
浜
銀
行
の
頭
取
と
な
っ
た
後
、 

帰
松
、
次
に
大
阪
鴻
池
銀
行
の
再
建
に
当
た
っ
た
。
再
建 

後
、
全
財
産
を
拠
出
し
原
田
積
善
会
を
設
立
し
た
。 

昭
和
五
年
八
十
二
歳
で
世
を
去
っ
た
。 

 
 

 
 つ

づ
く 

 

スポーツでのケガ・日常生活でのケガ 

交通事故でのケガなどの治療 

内五曲町 82 

(五曲橋すぐ) 

0598-26-9933 
 

時間 9：00～12：00 16：00～19：30 

   ※平日午前は予約制あり 

   ※土曜午前 9：00～11：00 
 

休日 日曜・祝日・土曜午後   

 

☎ 

地
域
の
元
気
応
援
事
業
ふ
り
か
え
り
報
告
会
や
四
十

三
住
民
協
議
会
の
活
動
展
示
、
三
雲
・
嬉
野
管
内
特
産

品
販
売
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
事
業
で
す
！ 

先
着
五
百
名
様
に
水 (

ウ
ォ -

タ - 
)

の
プ
レ
ゼ

ン
ト
や
ピ
エ
ロ
の
バ
ル -

ン
ア -

ト
の
配
布
、
リ
ン
リ
ン

大
道
芸
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

地域づくり交流 

フェスタ 
5/9（土） 
10：00～15：00 

ハートフルみくも 

スポーツ文化センター 



 

  

❇ あいさつ運動 

 月１回９ヶ所で児童・地域住民に呼びかける 

❇ 地域福祉の推進 

 笑顔の会  幸小５・６年生ボランティア 

部員と高齢者とのふれあい 

❇ 園児とのふれあい 

さくら・第二保育園児とのふれあい 

❇ 幸小文化祭参加 

  松阪伝統文化「あいぞめ体験」交通安全の啓発 

❇ 高齢者いこいの広場                       

  高齢者の孤独化・引きこもりを防止するため 

❇ 高齢者ふれあい交流 

プレゼントを持参              

  長寿を祝い安否確認 

住 部会 
                           

❇ 健康づくりの日常化                        

   野菜について考えよう                                               

❇ 野菜について理解を深める 

県卸売市場・県農業大学校の                

   見学                   

❇ 地域住民の健康づくり           

   約 4.5 キロのウォーキング                

❇ いきいき体操                   

   月 1 回第４土曜日（介護予防体操）                            

                            

                               

                            

                               

  

  絆 部会 

各
部
会
一
同 

二
十
六
年
度
事
業
報
告 

 

伝 部会 

❇ 生涯学習推進 

   学習の場と機会を提供講座並びに学
級を開設する 

❇ 歴史･文化・科学的事業 

   地域住民の生活文化の向上、健康増進
を図り連帯意識の高揚をめざす 

   「幸地区の歴史散歩」冊子刊行 

❇ 体育・レクレーション事業 

   体力向上、健康増進及び連帯意識の高
揚をめざす 

❇ 地区体育祭  

幸小運動会と共催･地域住民が 

自主的に参加 

    

二
十
六
年
度
の
各
部
会
の
事
業
報
告
で
す
。 

地
区
住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
実
施

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

今
年
度
も
よ
り
よ
い
企
画
で
実
施
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
ご 

 
 

 
 

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

安 部会 

 

❇ 防災訓練 

  自主防災隊を中心と

した訓練及び防災

意識の向上 

❇ 防犯パトロール 

  不審者対策・交 

  通安全のための 

児童の見守り 

❇ 環境整備 

自治会による防犯灯設置 

   

 

の 

❇ 防災先進地 豊田防災センターへ 

災害（地震等）に対する研修 

❇ 交通安全 

  交通指導による事故撲滅 

  ゾーン 30 計画の実行 

活 部会 

❇ 地域商店街の活性化 

商いざくらの下での「幸の餅まき」 

❇ 人生の出会いの広場 

元気な高齢者の豊かな明日のために 

街コンの実施 

❇ 婚活のための親同士の情報交換会 

   未婚のこどもをもつ親と親の交流 

広報委員会 

❇  広報としての役割（地域住民に逐一お知
らせする） 

❇ 月 1回各家庭に配布 


